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「総長」
の呼称について
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では、現在
の呼祢が民泊されている、が、
一九十年史叫州市の段
問では
のいずれの呼称を用いたらよいか
μ
という
とが話題にのぼったのは、
九七九(昭和五回)年秋のことであった。
その後、教後郊の部局史制集のために新制の大阪大学が充足
L
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同の記録等を調べていた小に、
呼称に関述した資料があり、
、31059pi
込、戸一
zH14jfrF》い
たミとがある。今川これを紺介する紙耐を与えられたので、げて
の使概を記し、参考に供することにする。
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いの語の発符とその沿本を述べることにする
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交の東京開成学校と東京院や校とが合併して一八七七(明治一円)今にぃ米広大学が発足したとき、。か校 一名宛の一ー綜迎いがおかれ、それぞ
む務を綜理
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がおかれることになり、
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六年一一一月一日に帝同大学令が公布され 東京大学 帝岡大氷と改称されたとき、
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すなわち、常国大
リギJ九
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に総長をおく、
は帝国大学を総附するしとあ
り、法制料大学・医科大学・工科大学・文科大学・血科大学といった分
48 
科大学の統一体の秩序を保持し、学内の状況を監視し、
の
となり、
かっ法科大学長の職務に当たると規定されていた。
帝悶大学令はその後部分的に改定されたが、
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官判例が公布され、議職員とその職権に閲する規定が述べられることになって、帝医大学令は大幅に改定され、
についてはフ愉国大
学を総轄し 国 内部の秩序を保付するいとのみ境川心されてい
八九七(明治一二つ)年、京都にも帝国大学が設ほされることになっ
て、従来の常国大学が東京帝同大常と改称され、帝同大学令が廃止れて、
新しく東京帝国大学官制および京都帝国大学宵制が公布された。
その後、
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八年に北海道帝際大学官制が公布された。
九
八(大正じ)
一二月六日に大学令が公布され、それまでの分
科大学の名称が学部と改称され、
には数似の学却を
mw
くを常例
とす、但し特別の必姿やめる場合に於ては単に二仰の学部を時くも を以て一大学ーとなすことを得
と規定された。
こうした大学令のドで、
帝間大学だけに適用されるも とし 新しい帝関大学令日に公布されたが ここではっ散問大学は数似の学部会}綜合して之を織成す一とあり、
っ帝国大学には官制の定むる所により、
ド火、教授、助教段その他必要なる織員を附く」と規定されてい
さらにその後一九一一一一
(昭和三年四月二八日に大板帝悶大学官制側、
一九三九年に名古屋帝関大学官制が公布されたが、
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日にはこうした側々の常国大学官制が廃止され、昨市
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制に併合統一された。この時、同時に宮立大学官制、公立学校官制も公布されたが、帝国大学官制では「総長
L、{目立大学官制では
長」、公立学校官制では「大学総長又 大学 」と規定されていた。
一九四七(昭和二一一)
一日法律第二六号によって学校教育法
が公布されたが、その第五八条に「大学に学 をおくし、「尚子一長は校務を掌り、所属職員を総督する」とあって、こ 公的には統
されたのである。
しかし、長年領府された「総長」の呼称は一朝一夕で姿を消すもの
ではなかった。すなわち悶年五月二六日に文部省で開かれた大学総長
の席でもこのことが話し合われたようで、呼称に関しては、
校教育法に 学長があって総長はないが 従来総合大学 総長といっているので、文部省に於ては政令等を公布して 長の名称を使用しい意向であっ
と報告されている。
間年九月三
O
日に政令
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「
干庁
I@ 
大
ρU. 
イ“
」
ヵ:
総合大学
L
と改められ、帝国大学令・帝国大学官棋はそれぞれ悶立総
合大学令・国立総合大学官制となり、大学の名称も例えば大阪帝関大学は大阪大学と改められた(版行は一
O月一日)が、条文中の「総長」の
名称はそのまま残されていた。
一九四九(昭和一一回)年五月一一二日間立学校設段法が公布され、悶立
総合大学令・国立総合 学官制が廃止されて学校教育法 準拠した大学として一斉に発足することとなり、同年六月一一一 日 制定され 悶立学校設置法施行規則によって「 長」の名称が 律に使用されることになった。本学に於ても、同年六月一一間日制定の一般 義協議会規
穏において、案件にはっ州叫
KL
とあったのが
と修正されてい
るのをはじめとして、その後しばらくは全国的に
の呼称が使わ
ていた。
しかし、東京大学では引続いて総長の呼称が慣用されており、
五四(昭和二九)年 なると京都大学でも春から総長と呼称するようになった。そこで学長 話し合 の後、一万開立総合大学の北大・東北大-東大・名大・京大・阪大・九大の事務局長の話し合いで呼称の変更を進めることになり、文部省 学学術局長に意見を求めたところ、法律に準拠し
の場合を除いて使用して良いとの事であった。そこ
で本学 おいては同年一一月から翌年一月 かけ 評議会で審議が行j 、￡つ
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「自今、差支えのない限り総長の名称を使用する」こ
とが決定され、学位記・卒業誕百等にも総長の名称を使用することが確認され その後は
の名称、が慣用されている。
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の名称が記救されているのは、
大阪大学公印規
程のほかは医療技術短期大学部 則第三八条と、蛋白質研究所運営協議会規程第ニ条のみで、発明規程の場合は大部分総長の 誌を能別しながら、法令上 官職名によらなけ ばならない(別紙後式第一一一の)譲渡証
にのみ学長の語を用いている。現夜、学内砕令等はすべて「総長」で、
「総長印」が使用されてい
るが、文部省か 来る書類はすべて「大阪大学長」宛であり、大学から上山中の場合も学部設段認可申請(悶宥財出版法関係)等であれば「大阪学長」「学長印」が使附加されている。(みずの
かつひこ
大阪大学教養部)
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